
第
百
四
十
回
組
合
会
が
七
月

二
十
五
日
（
木)

、
村
松
智
恵

子
名
古
屋
市
健
康
福
祉
局
生
活

衛
生
部
長
及
び
白
橋
秀
明
同
局

食
品
衛
生
課
長
を
来
賓
と
し
て

お
迎
え
し
、
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
会
で
は
、
令
和
五
年
度

決
算
関
連
議
案
、
令
和
六
年
度

補
正
予
算
案
及
び
第
三
十
四
期

役
員
選
任
な
ど
が
審
議
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

組
合
会
は
、
三
浦
副
理
事
長

の
開
会
の
辞
に
よ
り
始
め
ら
れ
、

舟
橋
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
の
村
松
智
恵
子
生
活
衛
生
部

長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
そ
の

後
第
三
十
四
期
組
合
会
議
長
及

び
副
議
長
の
選
任
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
議
長
に
は
太
田
富
久
議

員
（
北
地
区
）
が
、
副
議
長
に

は
山
田
克
哉
議
員
（
瑞
穂
地

区
）
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

議
長
及
び
副
議
長
選
任
後
、

太
田
議
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、

令
和
五
年
度
決
算
関
連
三
議
案
、

剰
余
金
処
分
案
及
び
令
和
六
年

度
補
正
予
算
案
の
審
議
並
び
に

第
三
十
四
期
役
員(

理
事
・
監

事)

の
選
任
が
慎
重
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
の
議
案
も
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
選
任
さ
れ
た
第

三
十
四
期
理
事
に
よ
る
第
二
百

六
十
一
回
理
事
会
が
開
か
れ
、

同
理
事
会
に
お
い
て
、
舟
橋
左

門
氏
が
引
き
続
き
第
三
十
四
期

理
事
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
理
事
長
以
下
の
役
員
を
選

任
後
、
退
任
議
員
及
び
退
任
役

員
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
並
び
に

令
和
五
年
度
保
険
料
納
付
成
績

優
秀
地
区
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

つ
い
で
、
舟
橋
左
門
第
三
十

四
期
理
事
長
の
就
任
挨
拶
後
、

安
藤
副
理
事
長
の
閉
会
の
辞
を

も
っ
て
、
第
百
四
十
回
組
合
会

は
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。

当
日
上
程
さ
れ
た
議
案
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
一
号
議
案

組
合
会
議
長･

副
議
長
選
任
に

つ
い
て

第
二
号
議
案

令
和
五
年
度
事
業
報
告

第
三
号
議
案

令
和
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算
報

告第
四
号
議
案

令
和
五
年
度
財
産
報
告

第
五
号
議
案

令
和
五
年
度
歳
計
剰
余
金
処
分

案第
六
号
議
案

令
和
六
年
度
補
正
予
算
案

第
七
号
議
案

第
三
十
四
期
役
員
選
任
に
つ
い

て

第
140
回
組
合
会
開
催

原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
る

〈
次
頁
へ
続
く
〉

来賓祝辞を述べる
村松生活衛生部長

挨拶する
舟橋理事長

組合会会場
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令
和
五
年
度
事
業
報
告
、
歳
入

歳
出
決
算
及
び
令
和
六
年
度
補
正

予
算
案
に
つ
い
て
、
令
和
六
年
七

月
二
十
五
日
開
催
の
第
一
四
〇
回

組
合
会
で
承
認
さ
れ
た
の
で
、
財

産
目
録
と
と
も
に
公
示
す
る
。

令
和
六
年
九
月
一
日

名
古
屋
市
食
品
国
民
健
康
保
険

組
合
理
事
長

舟
橋

左
門

公
示
そ
の
１

令
和
五
年
度
事
業
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

り
、
政
府
等
の
支
援
策
（
協
力

金
等
）
で
所
得
が
増
加
し
た
多

く
の
事
業
主
が
、
令
和
四
年
度

に
は
市
町
村
国
保
か
ら
当
食
品

国
保
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

令
和
五
年
度
に
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
元
の
市
町
村
国
保
に

帰
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

医
療
保
険
制
度
の
改
革
と
し

て
は
、
本
年
一
月
か
ら
産
前
産

後
期
間
の
保
険
料
を
軽
減
す
る

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

健
康
保
険
証
の
一
体
化
に
よ
り
、

本
年
十
二
月
二
日
か
ら
健
康
保

険
証
の
新
規
発
行
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
保
組

合
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
被

用
者
保
険
の
適
用
拡
大
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
当
組
合
の
令
和
五
年

度
予
算
策
定
に
当
た
り
、
一
人

当
た
り
年
間
平
均
医
療
費
を
2

1
万
6
8
0
0
円
と
推
計
し
ま

し
た
が
、
実
際
は
、
2
3
万
0

0
2
2
円
と
推
計
医
療
費
を
1

万
3
2
2
2
円
上
回
り
ま
し
た
。

医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
、
医

療
費
適
正
化
対
策
と
し
て
、
医

療
費
通
知
の
毎
月
実
施
は
じ
め
、

レ
セ
プ
ト
点
検
、
後
発
医
薬
品

の
普
及
促
進
な
ど
を
行
い
医
療

費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
た
が
、

高
度
医
療
や
高
額
な
新
薬
の
影

響
は
そ
れ
以
上
に
大
き
く
、
百

万
円
を
超
え
る
高
額
医
療
が
多

く
発
生
し
、
中
に
は
1
か
月
1

人
で
3
千
5
百
万
円
を
超
え
る

超
高
額
医
療
事
案
が
発
生
す
る

な
ど
、
こ
こ
十
年
で
1
人
当
た

り
医
療
費
が
最
も
高
く
な
り
ま

し
た
。

被
保
険
者
数
は
、
1
1
8
4

人
減
少
し
年
度
末
で
1
万
5
8

1
2
人
と
な
り
ま
し
た
。
保
険

料
徴
収
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

も
、
各
業
態
組
合
長
及
び
事
務

担
当
者
各
位
の
ご
尽
力
に
よ
り

一
〇
〇
％
収
納
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
の
状
況
と
し
て
は
、
一

人
当
た
り
医
療
費
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
保
険
給
付
の
支
出

増
並
び
に
後
期
高
齢
者
支
援
金
、

前
期
高
齢
者
納
付
金
及
び
介
護

納
付
金
の
負
担
増
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
が
、
国
庫
支
出
金
の
収

入
が
増
え
る
な
ど
、
事
業
勘
定

収
支
差
引
で
、
剰
余
金
が
3
億

1
7
7
万
4
5
3
円
（
前
年
度

4
億
9
0
5
8
万
1
8
1
2

円
）
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
主
な
実
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

保
険
料
一
人
平
均
年
額
＝
1
4

万
7
0
3
1
円
（
前
年
度
1
4

万
6
7
6
0
円
）

年
間
平
均
被
保
険
者
数
＝
1
万

6
0
6
6
人
（
同
1
万
6
7
8

7
人
）

被
保
険
者
一
人
当
た
り
年
間
医

療
費
＝
2
3
万
0
0
2
2
円

（
同
2
1
万
3
9
2
2
円
）

出
産
育
児
一
時
金
支
給
件
数
＝

1
0
4
件
（
同
9
1
件
）

葬
祭
費
支
給
件
数
＝
2
7
件

（
同
3
5
件
）

傷
病
手
当
金
支
給
件
数
＝
1
2

3
件
（
同
1
1
5
件
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
傷
病
手

当
金
支
給
件
数
＝
2
件
（
同
1

7
6
件
）

人
間
ド
ッ
ク
利
用
人
数
＝
7
2

4
人
（
同
7
3
1
人
）

生
活
習
慣
病
健
診
利
用
人
数
＝

1
9
4
6
人
（
同
1
7
7
1

人
）

特
定
健
康
診
査
利
用
人
数
＝
2

7
7
3
人
（
同
2
7
6
4
人
）

特
定
保
健
指
導
利
用
人
数
＝
3

5
人
（
同
2
1
人
）

健
康
家
族
表
彰
世
帯
数
＝
6
1

8
世
帯
（
同
6
9
9
世
帯
）

去
る
三
月
の
組
合
会
議
員
の

改
選
後
、
初
の
組
合
会
と
な
っ

た
第
百
四
十
回
組
合
会
に
お
い

て
、
第
三
十
四
期
の
組
合
会
議

長
及
び
副
議
長
の
選
任
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

組
合
会
で
は
、
満
場
一
致
で
、

議
長
に
は
北
地
区
選
出
の
太
田

富
久
議
員
が
、
副
議
長
に
瑞
穂

地
区
選
出
の
山
田
克
哉
議
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
は
太
田
富
久
氏
、

副
議
長
に
は
山
田
克
哉
氏
を
選
任

〈
前
頁
よ
り
続
く
〉

組
合
公
示
第
二
五
二
号

議事を進める
太田議長

監査報告する
浅岡監事

太田議長

山田副議長
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公示その₃ 公示その₂

■�医療費削減のために！

ジェネリック医薬品（後発医薬品）を

使いましょう。

■�いつまでも健康であり続けるために！

特定健診 · 特定保健指導（メタボ健診）

まだの方はお忘れなく。

令和₅年度　財　産　目　録

1　不動産の部

令和6年3月31日

所在地 地目 公簿面積 取得金額
㎡ 円

瑞浪市明世町月吉
字東高谷家

山林 7,381 503,320

山林 3,438 448,968

(歳入) (単位：円)

款 予算現額 収入済額 予算現額と収入済額
との比較

1 国民健康保険料 2,822,797,000 2,633,517,600 －189,279,400

2 使用料及び手数料 1,000 0 －1,000

3 国庫支出金 2,139,551,000 2,269,873,225 130,322,225

4 前期高齢者交付金 1,000 0 －1,000

5 県費支出金 1,000 0 －1,000

6 市費支出金 3,000,000 4,490,937 1,490,937

7 共同事業交付金 87,979,000 143,173,000 55,194,000

8 財産収入 19,000 15,533 －3,467

9 寄付金 1,000 0 －1,000

10 繰入金 4,000 0 －4,000

11 繰越金 490,531,000 490,531,812 812

12 雑収入 3,610,000 9,436,059 5,826,059

歳入合計 5,547,495,000 5,551,038,166 3,543,166

2　動産の部

⑴積立金
区 分 現 在 高

円

給付費等支払準備金 388,958,981

特別積立金 510,746,401

職員退職積立金 24,855,291

財政調整積立準備金 319,000,000

国庫支出金等償還積立準備金 250,000,000

業務電算化積立準備金 100,000,000

合 計 1,593,560,673

⑵敷　金 829,920円
⑶備　品　　什器

総計 6件
833,900円

令和₅年度　歳　入　歳　出　決　算　書
歳入 5,551,038,166円
歳出 5,249,267,713円
差引 301,770,453円

(歳出)

款 予算現額 支出済額 予算現額と支出済額
との比較

1 組合会費 1,000,000 922,212 －77,788

2 総務費 267,494,000 223,483,110 －44,010,890

3 保険給付費 3,052,685,000 2,973,254,763 －79,430,237

4 後期高齢者支援金等 976,148,000 965,370,248 －10,777,752

5 前期高齢者納付金等 396,023,000 390,345,398 －5,677,602

6 介護納付金 507,114,000 507,113,353 －647

7 共同事業拠出金等 116,036,000 115,483,656 －552,344

8 保健事業費 74,470,000 63,722,444 －10,747,556

9 積立金 2,003,000 0 －2,003,000

10 諸支出金 16,001,000 9,572,529 －6,428,471

11 予備費 138,521,000 0 －138,521,000

歳出合計 5,547,495,000 5,249,267,713 －298,227,287

《名古屋市食品国民健康保険組合　ホームページのご案内》

URL　https：//meishoku–kokuho. or. jp

各種手続きに必要な届出書、申請書などをダウンロードできます。

ぜひ、ご利用ください。
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第
百
四
十
回
組
合
会
終
了
後
、

新
役
員
に
よ
る
第
二
百
六
十
一

回
理
事
会
が
開
か
れ
、
理
事
長

に
は
舟
橋
左
門
氏
が
満
場
一
致

で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

理
事
長
職
務
代
行
者
の
順
位
は
、

理
事
長
に
よ
り
、
第
一
順
位
に

三
浦
邦
雄
氏
、
第
二
順
位
に
安

藤
栄
治
氏
、
第
三
順
位
に
久
野

雄
一
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
十
四
期
の
役
員
は
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

（
○
印
は
新
任

敬
称
略)

理
事
長

舟
橋
左
門

副
理
事
長

三
浦
邦
雄　
　

安
藤
栄
治

久
野
雄
一

専
務
理
事
（
法
令
遵
守
担
当
）

成
田
英
勝

常
務
理
事

小
林
増
雄　
　

杉
山
博
康

伊
藤
光
義　
　

大
田
充
則

佐
山
義
則

理

事
中
西
隆
元

○
森

泰
憲

都
築
憲
幸　
　

林

三
芳

水
野
泰
孝　
　

伊
与
田
文
郎

安
藤
英
弘

○
平
松
金
信

藤
村
和
優　
　

石
原
範
織

磯
部
栄
一　
　

世
古

剛

○
伊
藤
明
弘　
　

加
藤
充
平

日
比
野
宏
紀

犬
飼
紀
邦

神
野
公
秀

監

事
田
邉
悦
朗

○
柴
田
恒
憲

浅
岡
哲
也

七
月
二
十
五
日
、
名
古
屋

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

た
第
百
四
十
回
組
合
会
の
席
上

に
お
い
て
、
令
和
五
年
度
の
保

険
料
納
付
成
績
優
秀
地
区
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
基
準
は
、
保
険
料
の
納

付
期
限
内
に
年
間
平
均
納
付
率

が
九
五
％
以
上
の
地
区
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
令
和
五
年
度
は

市
内
十
六
地
区
、
市
外
八
組
合

が
該
当
し
、
舟
橋
理
事
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
料
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

被
表
彰
地
区
及
び
組
合
は
次

の
と
お
り
。

市
内
…
千
種
区
、
東
区
、
北
区
、

西
区
、
中
村
区
、
中
区
、
昭
和

区
、
瑞
穂
区
、
熱
田
区
、
中
川

区
、
港
区
、
南
区
、
守
山
区
、

緑
区
、
名
東
区
、
天
白
区

市
外
（
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

飲
食
組
合
、
喫
茶
組
合
、
す
し

商
組
合
、
麺
類
食
堂
組
合
、
中

華
料
理
組
合
、
社
交
組
合
、
ホ

テ
ル
旅
館
組
合
、
県
酒
販
組
合

七
月
二
十
五
日
、
名
古
屋

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ

た
第
百
四
十
回
組
合
会
の
席

上
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ

れ
た
役
員
、
議
員
の
皆
さ
ん
に

対
し
て
、
舟
橋
理
事
長
か
ら
感

謝
状
及
び
記
念
品
料
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
本
組
合
の

事
業
運
営
に
ご
尽
力
賜
り
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

退
任
さ
れ
た
役
員
、
議
員
の

皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
役
員
】

刀
根
祐
三　
　

池
本

厚

木
村
貞
夫

【
議
員
】

志
賀
秀
典　
　

小
幡

進

寺
澤
惠
子　
　

榊
間
真
美

第
三
十
四
期
役
員
決
ま
る

理
事
長
に
舟
橋
左
門
氏
再
任
さ
れ
る

退
任
役
員
、
議
員
に
感
謝
状

長
い
間
ご
苦
労
さ
ま

保
険
料
納
付
成
績
優
秀
地
区
を
表
彰

舟橋理事長

三浦副理事長

安藤副理事長

久野副理事長
感謝状を受ける木村貞夫氏（中)

感謝状を受ける寺澤惠子氏
（喫茶組合)

地区表彰を受けられる市外代表
（すし商組合）

地区表彰を受けられる市内代表
（瑞穂地区）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
メ
リ
ッ
ト

①
医

療
費

を
2

0
円

節
約

で
き

る

紙
の

保
険

証
よ
り
も
、
皆

さ
ま
の

保
険

料
で

賄
わ

れ
て
い

る
医

療
費

を
2

0
円

節
約

で
き

、
自

己
負

担
も
低

く
な

り
ま
す
。

②
よ
り
良

い
医

療
を

受
け
る
こ
と
が

で
き

る

過
去

の
お

薬
情

報
や
健

康
診

断
の

結
果

を
見

ら
れ

る
よ
う
に
な

る
た

め
、
身

体
の

状
態

や
他

の
病

気
を

推
測

し
て
治

療
に
役

立
て
る
こ
と
が

で
き

ま
す
。

ま
た

、
お

薬
の

飲
み

合
わ

せ
や
分

量
を

調
整

し
て
も
ら
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
手

続
き

な
し
で

高
額

医
療
の

限
度
額

を
超
え
る
支

払
を
免

除

限
度

額
適

用
認

定
証

等
が

な
く
て
も
、
高

額
療

養
費

制
度

に
お

け
る
限

度
額

を
超

え
る
支

払
が

免
除

さ
れ

ま
す
。

今
年

1
2
月

２
日

以
降

、
保

険
証

利
用

登
録

が
さ

れ
た

マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を

保
有

し
て

い
な

い
方

に
は

、
発

行
済

み
保

険
証

の
有

効
期

限
が

切
れ

る
前

に
、
申

請
い

た
だ

く
こ
と

な
く
「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
、
引
き
続
き
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

！
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
カ

ー
ド

を
保

険
証

と
し

て
利

用
す

る
た

め
の

登
録

が
ま

だ
の

方
は

、
以

下
２

つ
の

準
備

を
お

願
い

し
ま

す
。

■
申

請
方

法
は

選
択

可
能

で
す

①
オ

ン
ラ

イ
ン

申
請

(パ
ソ

コ
ン

・
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

か
ら

)

②
郵

便
に

よ
る

申
請

③
ま

ち
な

か
の

証
明

写
真

機
か

ら
の

申
請

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
を

申
請

■
利

用
登

録
の

方
法

①
医

療
機

関
・

薬
局

の
受

付

（
カ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

）
で

行
う

②
「

マ
イ

ナ
ポ

ー
タ

ル
」

か
ら

行
う

③
セ

ブ
ン

銀
行

ATMか
ら

行
う

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

カ
ー

ド
を

保
険

証
と

し
て

登
録

」
か

ら
行

う

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

今
年

1
2
月

2
日

か
ら

現
行

の
保
険
証

は

発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま
す

※
令

和
６
年

1
2
月

１
日

ま
で
に
発
行

さ
れ
た
保
険

証
は
、
有

効
期

限
ま
で
使
用

可
能
で
す
。

と
っ
て
も

カ
ン
タ
ン
！

医
療
機
関
等
を
受
診
の
際
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

(令
和
６
年
４
月
時
点

)
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﹇
中
川
支
部
／
7
月
27
日
﹈

｢

中
川
金
魚
ま
つ
り
」
の

尾
頭
橋
公
園
会
場
周
辺
に

て
、
参
加
者
12
名
で
食
中
毒

予
防
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

が
多
数
出
展
し
、
猛
暑
の
中
、

会
場
周
辺
は
黒
山
の
人
だ
か

り
で
し
た
。
啓
発
用
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
熱
中
症
対

策
を
し
つ
つ
効
果
的
に
配
布

し
、
食
中

毒
予
防
を

し
っ
か
り

ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

会
員
の
皆

様
、
保
健

セ
ン
タ
ー

職
員
の
皆

様
、
ど
う

も
お
疲
れ

さ
ま
で
し

た
。

﹇
西
支
部
／
7
月
31
日
﹈

猛
烈
な
暑
さ
の
中
、
ｍ
ｏ

ｚ
ｏ
ワ
ン
ダ
ー
シ
テ
ィ
の
協

力
の
も
と
食
中
毒
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
中
日
新
聞
社
の
取

材
も
受
け
、
翌
々
日
活
動
内

容
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

忙
し
さ
と
暑
さ
に
負
け
ず

役
員
・
指
導
員
・
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

ご
来
店
の
方
に
食
中
毒
防
止

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
啓
発
用

品
の
協
賛
品
で
あ
る
丸
川
製

菓(

株)

の
ガ
ム
、
カ
ク
ダ
イ

製
菓(

株)

の

ラ
ム
ネ
、
ウ

チ
ワ
な
ど
を

配
り
ま
し
た
。

お
客
様
に
は

笑
顔
で
ご
理

解
頂
き
併
せ

て
例
年
の
館

内
放
送
な
ど

充
実
し
た
活

動
に
な
り
ま

し
た
。

﹇
中
村
支
部
／
8
月
1
日
﹈

中
村
支
部
で
は
、
食
品
衛

生
月
間
初
日
の
午
後
2
時
か

ら
区
内
大
門
町
に
あ
る
ピ
ア

ゴ
中
村
店
で
同
店
の
全
面
的

な
協
力
の
下
、
店
内
放
送
で

「
お
客
さ
ま
と
お
客
さ
ま
の

大
切
な
ご
家
族
さ
ま
の
健
康

を
守
る
た

め
、
食
中

毒
の
予

防
・
防
止

に
努
め
ま

し
ょ
う
」

と
呼
び
掛

け
る
と
共

に
、
支
部

役
員
、
食

品
衛
生
指

導
員
並
び

に
保
健
セ

ン
タ
ー
職
員
等
総
勢
十
名
余

が
来
店
さ
れ
た
区
民
の
皆
さ

ま
、
お
客
さ
ま
に
【
手
洗
い

で
防
ご
う
食
中
毒
】
と
い
う
標

語
が
入
っ
た
箱
石
鹸
と
啓
発

用
チ
ラ
シ
、
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
セ
ッ
ト
に
し
て
配
付

し
、
食
中
毒
予
防
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

［

中
支
部
／
8
月
1
日］

8
月
1
日
、
最
高
気
温
38

℃
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
中

区
食
品
衛
生
協
会
恒
例
の
食

品
衛
生
パ
レ
ー
ド
を
中
区
役

所
周
辺
に
お
い
て
実
施
し
ま

し
た
。

じ
り
じ
り
と
太
陽
光
線
が

照
り
つ
け
る
猛
暑
の
中
、
食

協
役
員
・
指
導
員
11
名
と
保

健
セ
ン
タ
ー
職
員
等
併
せ
て

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
街

中
を
歩
く
人
々
の
数
は
余
り

多
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
は
既
に
食
中
毒
警
報
が

3
度
発
出
さ
れ
て
お
り
、
啓

発
用
グ
ッ
ズ

を
配
付
し
な

が
ら
食
中
毒

防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

参
加
い
た

だ
い
た
皆
様

に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、

パ
レ
ー
ド
を

無
事
に
終
え

ら
れ
た
こ
と

に
胸
を
な
で

お
ろ
し
ま
し

た
。

［

港
支
部
／
8
月
1
日］

8
月
1
日
、
猛
暑
が
続
く

な
か
、
食
品
衛
生
パ
レ
ー
ド

を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
イ
オ
ン
南
陽
店
1
店
舗
に

絞
り
実
施
し
ま
し
た
。
安
藤

英
弘
会
長
始
め
港
区
食
品
衛

生
協
会
役
員
及
び
港
保
健
セ

ン
タ
ー
職
員
が
、
消
費
者
に

対
し
食
中
毒
防
止
を
訴
え
る

標
語
「
み
ん
な
で
防
ご
う
食

中
毒
」
を
載
せ
た
う
ち
わ
を

配
布
す
る
と
と
も
に
、
店
内

放
送
を
通
じ
て
食
中
毒
防
止

の
呼
び
か

け
を
行
い

ま
し
た
。

ご
協
力
を

い
た
だ
き

ま
し
た
皆

さ
ま
、
あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま

し
た
。

［

南
支
部
／
8
月］

今
年
度
の
、
食
品
衛
生
パ

レ
ー
ド
は
、
8
月
の
1
ヵ
月

間
南
区
食
品
衛
生
協
会
の
役

員
・
指
導
員
を
始
め
と
す
る

各
会
員
の

各
々
の
店
舗

で
来
店
の
お

客
様
に
、
カ

ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
食
中
毒

予
防
啓
発
の

パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
記
念
品

（
食
品
ラ
ッ

プ
・
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
を
配
布
し
て

食
中
毒
防
止
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
南
保
健
セ
ン
タ
ー

来
所
者
及
び
検
診
受
診
者
等

に
も
配
布
し
て
注
意
喚
起
し

ま
し
た
。
ま
た
会
員
各
店
舗

に
て
、
フ
ー
ド
ス
タ
ン
プ
検

査
を
実
施
し
、
各
会
員
の
取

組
み
意
識
向
上
に
も
努
め
て

お
り
ま
す
。

［

緑
支
部
／
8
月
1
日］

今
年
は
、
従
来
通
り
に

戻
し
ア
ピ
タ
緑
店
の
店
内
に

て
緑
区
食
品
衛
生
協
会
の
指

導
員
と
役
員
・
緑
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
で
8
月
1
日（

木)

一
斉
に
、
来
店
さ
れ
た
お
客

様
に
食
中
毒
予
防
の
啓
発
活

動
と
し
て
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
記
念
品
（
冷
凍
保
存
用
Ｗ

ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
・
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
）
を
配
布
し
ま

し
た
。

食
中
毒
警
報
発
令
後
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
お
客
様
の
関

心
が
高
く
、

よ
り
多
く

の
方
に
食

中
毒
予
防

に
関
心
を

持
っ
て
頂

く
事
が
出

来
て
、
有

意
義
な
催

し
で
し
た
。

［

瑞
穂
支
部
／
8
月
2
日］

午
前
9
時
50
分
、
出
発
式

名
古
屋
市
食
品
衛
生
協
会

支
部
「
食
品
衛
生
月
間
行
事
」
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で
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
さ
ん

か
ら
激
励
と
熱
中
症
注
意

の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
食

中
毒
防
止
ス
テ
ッ
カ
ー
を

取
り
付
け
た
広
報
車
を
先

頭
に
パ
レ
ー
ド
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
最
初
に

ｉ
ｉ
Ｎ
Ｅ
　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
Ｅ

前
を
経
由
し
、
バ
ロ
ー
瑞
穂

店
で
幟
旗
を
立
て
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
と
キ
ッ
チ
ン
ス
ポ
ン

ジ
や
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
付
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
桜
山
店
で

同
様
の
広
報
活
動
を
実
施
し
、

店
内
放
送
で
食
中
毒
防
止

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

帰
路
は
広
報
車
で
の
流
し
放

送
に
よ
り
、
桜
山
〜
石
川
橋

を
経
由
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
宣
伝

活
動
を
続

け
ま
し
た
。

今
年
も

熱
中
症
の

心
配
が
続

く
猛
暑
の

中
、
参
加

し
て
い
た

だ
い
た
皆

様
、
本
当

に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

［

熱
田
支
部
／
8
月
5
日］

猛
暑
の
中
、
小
林
会
長

は
じ
め
食
協
役
員
・
指
導

員
・
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
が

サ
ポ
ー
レ
熱
田
伏
見
通
り
店

に
出
か
け
、
来
店
客
に
標
語

「
み
ん
な
で
防
ご
う
食
中

毒
！
」
入
り
の
う
ち
わ
と
ウ

エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
、

手
洗
い
の
励
行
や
加
熱
不
十

分
な
鶏
肉
な
ど
に
よ
る
食
中

毒
の
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
パ
レ
マ
ル
シ
ェ
神
宮
前

店
に
は
、
う
ち
わ
の
配
布
と

店
内
放
送
の

協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
熱
田

区
役
所
・
図

書
館
に
お
い

て
も
、
の
ぼ

り
や
ポ
ス

タ
ー
等
に
よ

り
来
庁
者
に

対
し
て
注
意

喚
起
を
行
い

ま
し
た
。

［

北
支
部
／
8
月
6
日］

猛
暑
の
続
く
な
か
、
出

発
式
で
北
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
か
ら
激
励
の
挨
拶
を
う

け
、
午
前
10
時
45
分
か
ら
安

藤
支
部
長
始
め
総
勢
18
名
で

区
内
の

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ

ト
2
か
所

で
一
日
北

保
健
セ
ン

タ
ー
所
長

を
先
頭

に
、
啓
発

の
ボ
ッ
ク

ス
テ
ィ
ッ

シ
ュ
4
0

0
個
を
配

布
し
食
中

毒
予
防
と
手
洗
い
の
徹
底
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

［

昭
和
支
部
／
8
月
6
日]

猛
暑
日
が
続
く
、
8
月

6
日
（
火
）
に
食
品
衛
生
パ

レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
出
発
す
る

前
に
昭
和
区
役
所
玄
関
付
近

に
お
い
て
食
中
毒
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
へ
啓
発
グ
ッ
ズ
（
手

洗
い
の
基
本
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

除
菌
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
）
の
配

布
を
行
い

ま
し
た
。

つ
づ
い

て
、
広
報

車
先
頭
に

車
4
台
で

区
内
を
1

時
間
程
パ

レ
ー
ド
し

ま
し
た
。

［

守
山
支
部
／
8
月
6
日]

8
月
6
日
（
火
）
守
山
保

健
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い

て
、
役
員
、

指
導
員
及

び
保
健
セ
ン

タ
ー
職
員
が

揃
い
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着

用
し
て
出
発

式
を
行
い

ま
し
た
。
そ

の
後
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
に

食
中
毒
防
止

の
表
示
を
貼
付
し
、
広
報
車

で
食
中
毒
予
防
を
広
報
し
な

が
ら
イ
オ
ン
守
山
店
に
向
か

い
ま
し
た
。
店
内
で
は
、
食

中
毒
予
防
を
啓
発
す
る
た
め
、

記
念
品
（
ラ
ッ
プ
、
ウ
エ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ
ラ
シ
）

を
配
付
し
、
食
中
毒
に
対
す

る
注
意
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
に
食
中
毒
予

防
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て

い
た
だ
く
為
の
有
意
義
な
催

し
で
し
た
。

［

名
東
支
部
／
8
月
8
日]

名
東
支
部
で
は
、
8
月

8
日
の
「
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
名

東
」
と
同
日
の
午
後
3
時
よ

り
、
名
東
保
健
セ
ン
タ
ー
の

協
力
を
得
て
、

地
下
鉄
藤
が

丘
・
本
郷
・

一
社
の
駅
前

の
3
手
に
分

か
れ
て
食
品

衛
生
パ
レ
ー

ド
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し

て
、
現
地
で

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ぼ
り
を
た
て
て
食
中
毒

防
止
を
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

啓
発
用
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を

配
布
い
た
し
ま
し
た
。
写
真

は
パ
レ
ー
ド
前
の
出
発
式
の

様
子
で
す
。

［

東
支
部
／
8
月
9
日]

8
月
9
日
（
金
）
東
保
健

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て
、

役
員
、
指
導
員
及
び
保
健
セ

ン
タ
ー
職
員
が
そ
ろ
い
出
発

式
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

保
健
セ
ン
タ
ー
の
車
と
と
も

に
イ
オ
ン
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前

店
に
向
か
い
ま
し
た
。
店
内

で
は
、
食
中
毒
予
防
を
啓
発

す
る
た
め
、
記
念
品(

ラ
ッ
プ
、

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
チ

ラ
シ)

を
配
付
し
、
食
中
毒
に

対
す
る
注
意

喚
起
を
行
い

ま
し
た
。
多

く
の
来
店
者

を
は
じ
め
区

民
の
皆
さ
ん

に
食
中
毒
予

防
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く

為
の
有
意
義

な
催
し
で
し

た
。

［

天
白
支
部]

食
品
衛
生
月
間
の
事
業
と

し
て
、
い
ち
早
く
「
食
中
毒

警
報
」
の
発
令
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
天
白
食
品

衛
生
協
会
会
員
へ
食
中
毒
警

報
発
令Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ

登
録
の
お

願
い
を
配
布
し
ま
し
た
。

(

別
添)
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食
品
衛
生
検
査
所
（
中
央
卸

売
市
場
本
場
内
）
で
は
、
夏
休

み
期
間
の
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
、
市
内
の
小
学
4
〜
6
年

生
と
そ
の
保
護
者
約
40
組
を
対

象
に
、｢

夏
休
み
親
子
体
験
教

室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で

き
な
い
市
場
内
の
説
明
や
食
品

衛
生
検
査
所
の
見
学
の
ほ
か
、

ジ
ュ
ー
ス
の
着
色
料
に
つ
い
て

の
実
験
や
、
市
場
で
扱
わ
れ
て

い
る
魚
や
野
菜
に
つ
い
て
の
ク

イ
ズ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
身
近

な
食
べ
物
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。小

学
生
か
ら
は
「
検
査
所
で

は
ど
の
よ
う
な
食
品
検
査
を
し

て
い
る
か
、
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。｣

「
着
色
料
の
こ
と
を
実

験
で
学
べ
ま
し
た
。」「
魚
の
寄

生
虫
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で

き
、
気
を
つ
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。」
な
ど
の
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

か
ら
も
「
普
段
見
ら
れ
な
い
卸

売
市
場
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と

が
で
き
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。」「
食
へ
の
関
心
が
高
ま
り

ま
し
た
。」「
大
人
も
子
ど
も
も

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。」

な
ど
、
好
評
で
し
た
。

今
後
も
「
食
の
安
全
・
安
心
」

に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
さ
ら

に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
提

供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
食
品
衛
生
検
査
所)

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

8
月
8
日
（
木)

、
熱
田
区

に
あ
る
名
古
屋
市
中
央
卸
売
市

場
本
場
で
、
一
日
食
品
衛
生

監
視
員
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
名
古
屋
市
食
の
安
全
・
安

心
モ
ニ
タ
ー
と
金
城
学
院
大
学

学
生
合
わ
せ
て
7
名
が
一
日
食

品
衛
生
監
視
員
と
な
り
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
修
文
大
学
教

授
近
藤
先
生
と
と
も
に
早
朝

か
ら
市
場
の
監
視
、
事
業
者
や

行
政
と
の
懇
談
会
を
行
い
ま
し

た
。市

場
の
監
視
で
は
、
マ
グ

ロ
等
太
物
を
取
り
扱
う
低
温
卸

売
場
、
鮮
魚
を
取
り
扱
う
水
産

仲
卸
売
場
、
塩
干
物
等
の
加
工

品
を
取
り
扱
う
塩
干
棟
、
青
果

物
の
低
温
管
理
を
行
っ
て
い
る

施
設
を
巡
回
し
ま
し
た
。
各
施

設
で
は
、
事
業
者
の
方
々
か
ら

日
頃
の
衛
生
管
理
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
が
自
ら
の
目

で
、
流
通
す
る
食
品
の
表
示
や

温
度
管
理
な
ど
の
衛
生
面
に
つ

い
て
監
視
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
談
会
で
は
、
一
日
食

品
衛
生
監
視
員
か
ら
、｢

飲
食

店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
運
ば
れ

る
ま
で
の
過
程
を
見
学
し
、
食

中
毒
の
予
防
や
鮮
度
を
保
つ
た

め
に
適
切
な
温
度
管
理
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。｣

、

｢

市
場
の
雰
囲
気
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
食
品
が
安
全
・
安
心

に
私
た
ち
の
も
と
に
届
い
て

い
る
こ
と
を
学
べ
た
。｣

、｢

市

場
の
広
さ
や
、
働
い
て
い
る

人
た
ち
の
多
さ
に
驚
い
た
。」

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
特
に
、
食
品
の
取
り
扱

い
や
そ
の
施
設
の
衛
生
管
理
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
、｢

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

部
署
で
の
細
や
か
な
衛
生
管
理

が
、
名
古
屋
の
人
々
の
食
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
た
。｣

、

｢

多
職
種
、
多
様
な
立
場
か
ら

食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
話

し
合
い
の
場
に
参
加
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験
だ
っ

た
。」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。
最
後
に
近
藤
先
生
か

ら
、｢

消
費
者
と
行
政
、
事
業

者
と
の
こ
の
よ
う
な
活
発
な

リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
て
、
大
変
理
解
が
深

ま
っ
た
。
様
々
な
リ
ス
ク
に

対
し
適
切
な
対
処
を
行
い
、

さ
ら
に
、
行
政
と
連
携
し
て
食

の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
市
民

の
皆
様
や
、
将
来
食
に
携
わ
る

方
々
へ
、
本
日
の
こ
の
よ
う
な

経
験
を
通
し
て
、
こ
の
市
場
を

通
っ
た
食
品
が
安
全
で
安
心
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
広
め
て
い

け
た
ら
と
思
う
。」
と
、
総
括

が
あ
り
ま
し
た
。

本
事
業
を
通
じ
て
、
市
場

と
い
う
食
品
流
通
の
最
前
線
に

お
け
る
衛
生
管
理
に

つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、

懇
談
会
で
は
消
費
者･

事
業
者･

行
政
が
意
見

交
換
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
食
の
安
全
・

安
心
に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
食
品
衛
生
検
査
所)

一
日
食
品
衛
生
監
視
員
が
市
場
を
監
視
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